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 要  旨 
現在、極性判定を用いて皮肉文をポジティブ又はネガティブに自動で分類することは難しい問題










ていたsituation phrase 又はsentiment phrase を用いて, 構文解析されたフレーズがそれらの
フレーズに一致するかを判定する. なお, 本研究では構文解析されて出力された文節それぞれの
ことをフレーズと呼ぶ. situation phrase 又はsentiment phrase の品詞の組み合わせに一致す
るフレーズが対象のレビューにあった場合, そのフレーズがポジティブであるか,ネガティブで
あるか, 又はどちらでもないかを判定する. sentiment phrase, situation phrase それぞれのポ
ジティブ, ネガティブとなるフレーズの数を数え上げ, 1レビューに対してのsituation phrase, 
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概 要
現在, 極性判定を用いて皮肉文をポジティブ又はネガティブに自動で分類することは難しい









い, 構文解析によって抽出されたフレーズに対し, Bhartiらが用いていた situation phrase
又は sentiment phrase を用いて, 構文解析されたフレーズがそれらのフレーズに一致する
かを判定する. なお, 本研究では構文解析されて出力された文節それぞれのことをフレー
ズと呼ぶ. situation phrase 又は sentiment phrase の品詞の組み合わせに一致するフレー
ズが対象のレビューにあった場合, そのフレーズがポジティブであるか,ネガティブである
か, 又はどちらでもないかを判定する. sentiment phrase, situation phrase それぞれのポジ
ティブ, ネガティブとなるフレーズの数を数え上げ, 1レビューに対しての situation phrase,
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第 1章 序論 2
図 1.1(1) について考察する. (1)はその製品が不満であったために, もう二度と買わないと
いう意図を “ありがとう”というポジティブな表現を含ませて感謝交じりな表現で伝えてい
る. (1)のようなレビューを既存の極性判定器によって極性判定を行った場合, ポジティブ
と判定される. しかし, (1)を手動で確認してみると, 一見ポジティブな文体が並んでいて
文章全体としてもポジティブに感じるが, 文章全体としてはネガティブな内容の文章になっ
ている. 以上のように, 文章の内容がネガティブにもかかわらず肯定表現を含ませているも
のが極性判定器の分類精度に影響を及ぼしている. 同様に図 1.1(2)について考察する. (2)
は (1)と逆で, その製品が面白かったために, 楽しすぎる意図を “困る”や “廃人”等といっ
たネガティブな表現を含ませて満足している旨を伝えている. (2)のようなレビューを既存
の極性判定器によって極性判定を行った場合, ネガティブと判定される. しかし, (2)を手
動で確認してみると, 一見ネガティブな文体が並んでいて文章全体としてもネガティブに
感じるが, 文章全体としてはポジティブな内容の文章になっている. 以上のように, 文章の
内容がポジティブにもかかわらず否定表現を含ませているものが極性判定器の分類精度に
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図 1.2のように, レビュー中に混在している既存の極性判定器で誤った感情で判定される皮
肉文を特定する手法を本論文で提案する. 本提案手法は Bhartiらの手法 [1]に基づいてお
り, 日本語のレビューが皮肉であるかどうかを判定する手法である. Bhartiらが対象にし
ていた英語以上に, 日本語のレビューはあいまいな表現が多いため, あいまいな表現にも対
応した手法を提案する. Bhartiらは Twitterを対象に皮肉判定手法を提案している. 彼ら
は皮肉を判定する為に, 品詞の組み合わせに基づいた situation phraseと sentiment phrase
を用いた. 本論文では, situation phraseと sentiment phraseを総称して提案フレーズと呼
ぶ. 上記のフレーズを用いて, BhartiらはPBLGAアルゴリズムを提案した. Bhartiらの手
法についての詳細は 2.1.1に記載する. Bhartiらは最初の処理として, ツイートをパースし
た. パースされた各要素が, 提案フレーズに一致しているかどうかを調べた. もしパースさ
れたフレーズが situation phrase又は sentiment phraseに一致していて,なおかつポジティ
ブ又はネガティブであった場合,そのフレーズどちらかの positive又は negativeフレーズの
インスタンスとして格納される. situation phraseと sentiment phraseの感情が異なった場












べる. 第 4章では本提案手法の評価実験を行った. また, 既存の皮肉判定手法との比較実験
を amazonにある機動戦士ガンダム EXTREME VS-FORCEと PUZZLE&DRAGONSの
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レビューをデータセットとして用いて行った. 第 5章では実用性評価として, 既存の極性
判定器を用いて本提案手法がどの程度既存の極性判定器で誤った感情で判定される皮肉文
を”皮肉である”と判定できるか,評価を行った．第 6章で本実験結果についての考察を行







Bhartiらは Twitter上にある皮肉表現を特定する為に, 二つの手法を提案した. Bharti
らは PBLGAアルゴリズムと IWSアルゴリズムそれぞれを提案し, 既存の皮肉の研究と
の比較を行った. Twitterデータ上の皮肉を判定する為に, PBLGA, parsing based lexical
generation algorithm を用いて, 以下の場合の一つが当てはまった場合を皮肉であると判定
した.
(a) situation phraseがネガティブで, sentiment phraseがポジティブ
(b) situation phraseがポジティブで, sentiment phraseがネガティブ
以上のように, 提案フレーズの感情が相反した場合を彼らは”皮肉”と定義している.
彼らの手法では, 最初にツイートをパースした. パースされたそれぞれのフレーズが提案フ
レーズに該当しているかを調査した. もし, パースされたフレーズが situation phrase又は
sentiment phraseに該当した場合, ポジティブ又はネガティブとなる語の数に基づいて計算
される Sentiment Scoreが適用される. Sentiment Scoreを用いて, それぞれのフレーズが
ポジティブ又はネガティブであるかを判定し, それらのフレーズをインスタンスに格納す
る. Bhartiらの手法では, positive/negative, sentiment/situationのインスタンスは, 他のツ
イートを皮肉と判定する為にインスタンスに格納される. フレーズの感情を用いて, 先に述




の理論から, IWSアルゴリズムは提案された. 提案フレーズの辞書を作成する為に, 予備
実験として 50000件のハッシュタグ付きツイートを学習させた. テスト実験は, #sarcasm
のハッシュタグ付きツイートと, ハッシュタグなしツイートの二種類に分け二つのアルゴ
リズムを用いて実験を行った. 結果, ハッシュタグ付きツイートに関しては既存の研究よ
りも高精度な結果が得られた. 特に, IWSの精度は適合率 0.85, 再現率 0.96, F値 0.90と
高精度で皮肉を検出していた. しかし, ハッシュタグなしで実験を行った結果は, 他の既存
の皮肉検出手法に比べると精度が悪い結果となった. 彼らの提案した sentiment/situation,
positive/negative フレーズの例を次ページの表 2.1で示す.
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表 2.1: Bhartiらが用いたフレーズ
positive sentiment phrase: Great, lucky, cute, good,
glad, delicious, best, Awesome, Perfect, joy, strong,
hilarious, better, goreous, honest, innocent, talented,
nice, happy, Pretty, proud, excellent,
lovely, outstanding, bright, elegant, easy, supportive,
attractive, huge, interesting, successful, healty,
famous, pleasant, beloved, enjoy, appreciate, etc.
negative sentiment phrase: terrible, little, bit,
expensive, half, cold food, tight jeans, troubled,
rude, wrong, dramatic, abusive, unhealthy, crap,
ugly, excuse, dirty, troubled, least, hard, bad,
bad, a few days, sick, dumb, pathetic, victim,
useless, fluﬀy, violent, Poor, brutal, worst, crazy, etc.
positive situation phrase: no regret, love,
just love discovering, just love, eﬀectively making,
absolutely Love, feel so loved, wanna be loved,
falling, honesty tell, will fly,
love seeing, winning, now enjoying managing
just love living absolutely LOVE, love seeing,
love falling, most entertaining, Enjoying, thrilled,
Delighted, really enjoying, really is thrilled, are winning,
most enjoy, most loved, enjoyed looking, feel so satisfied,
Proudly displayed, have liked, so impressed, wisely locked,
is absolutely delighted, Just loved getting being brilliantly led,
feel loved, greatly appreciate, gladly appreciate, most appreciate,
sincerely appreciate, very excited, good news, etc.
negative situation phrase: Clarifying, are pumped,
will be released, are arriving, babysitting, only run, kicking,
crashing, destroyed, attacking, criticizing, is lying,
confused, dividing, exhausted, keep arguing,
will be, gets stuck, is losing, biting, shouting,
awkwardly standing, are limping, needs help, forgotten,
can barely walk, already upset, crying, get dropped, feel tired,
banning, stole, so upset, etc.
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2.1.2 日本語の皮肉文を特徴量を用いて特定する研究
肥合ら [7]は, 極性判定の精度向上のための皮肉検出手法を提案している. 彼らは, 皮肉
の評価表現がどのような使われ方をしているのかを調査し, 否定表現の分析を行った. 分析




どうかを確認し, 当てはまったものを皮肉文候補とした. 二段目として, 皮肉文候補になっ
たものに対し, 彼らの作成した婉曲・強調表現がそのレビューに含まれているかを調べた.
以上の段階を踏まえて, 皮肉を検出した. 楽天データ 35000件をデータセットとし, 実験を





析を行った. 分析の結果, 彼らは皮肉を主に 8つに分類した.
疑問, 推測, 諦め, 不相応, 誇張, 驚き, 形容, 対比
彼らは上記の 8つのパターンから皮肉を検出する為の 8つの構文パターンを提案し皮肉検




適合率 0.09, 再現率 0.47, F値 0.16となっており, クローズドテストでは適合率 0.20, 再現
率 1.00, F値 0.34となっており, 低い精度で皮肉の検出が行われていることが分かる. 結果,
彼らの提案するシステムの精度は低い結果だったため, 今後構文パターンなどの見直しが
必要である.






















いるにもかかわらず, 下線部で皮肉を述べており, 二文目全体が皮肉文になっている. 下線
部のような, 否定的な意味を伝えるために肯定表現を使用している文章を彼らは皮肉と定
義する.







2. A「国土をそして海を感染して, さらに公的資金を何兆円も (もちろん税金)投入して
ボーナス出すのか?」
B「さすがは優良企業様やで!」
例 1は, ある宿泊施設に泊まった顧客が述べた感想と苦情である. 下線の 2文目を磯野ら
は皮肉としている. 宿泊施設に対し, 下線部のように問いかける事で, 「隙間風が入って肌
寒かった」ということを間接的に述べている. 言語形式としては疑問文であるが, 彼らが回
答を求めていないことは明白なため, 例 1を皮肉であると考察している.
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2.2.2 本研究における皮肉の定義













る. しかし, 文字表現的にはネガティブな単語が多く並んでいる (下線部参照)ことが分か
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【b】の皮肉文の例について考察する. 【b】の例は, 人手で見れば否定的であることが分か
る. しかし, 文字表現的にはポジティブな単語が多く並んでいる (下線部参照)ことが分か







本章では,Bhartiら [1]が提案したPBLGA(A parsing based lexical generation algorithm)








レーズと呼び, 扱う. 三番目の処理として, 構文解析されて得られたフレーズ一つ一つが, 提
案フレーズである sentiment phraseと situation phraseに該当しているかどうかをフレーズ
それぞれに対し, 品詞を対象に評価する. 本論文では, 我々は situation phraseと sentiment
phraseを総称して提案フレーズと呼ぶ, 前提条件として以下の定義を示す.
提案フレーズ定義✓ ✏
提案フレーズ：sentiment phraseと situation phraseの両方
又は




ズに感情を付与し, positive situation phrase, negative situation phrase, positive sentiment
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phrase, negative sentiment phraseそれぞれに該当するものに分ける. それぞれの感情の付
与した提案フレーズに対してスコアリングを行い, 1レビューに対しての提案フレーズ全体
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3.2 フレーズ分析
ここでは, 皮肉・感情判定の前処理となるフレーズの分析について説明する. 具体的に
は, 構文解析して出力されたフレーズが, 提案フレーズに該当していて, かつ感情が付与さ
れているフレーズがいくつあったかを数え上げる処理までが, 本節で述べる処理である. レ
ビューをクローリングした後に, 我々は構文解析を行った. 構文解析は, 文章の係り受け
関係を解析する技術のことである. 本研究では, 我々は CaboChaを用いた. CaboChaは,















図 3.2: 構文解析 1
図 3.2のようにして構文解析を行い, レビューをフレーズ単位に分解する.
図 3.2の結果は, 「とても面白いです. 勢いあまってあべのハルカスの最上階から投げ捨て
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ました. こんなクソゲーを錬成してくれたバンナムさんありがとう!! 錬金術たちに感謝!!!」
を構文解析した結果である.
構文解析の結果, 構文結果から得られたフレーズそれぞれをのちの処理に用いる (図 3.2を
例にすると,勢いや,感謝!!!などの出力された要素一つ一つ). 次に,各フレーズに含まれる品
詞の組み合わせが本提案手法で用いられるフレーズ, situation phraseと sentiment phrase
に該当するかを検討する. situation phraseは, 文章中に起こしている「行動」を指してお
り, sentiment phraseは文章中での「感情」に該当するものであると定義する. 各提案フ
レーズに該当する品詞は以下の表 3.1のようになる. 構文解析を行い, 出力されたフレーズ
表 3.1: 提案フレーズ対応表
sentiment phrase: 形容詞 , 名詞 , 名詞＋動詞, 名詞＋名詞 ,
形容動詞,
situation phrase: 動詞 , 副詞＋動詞 , 動詞＋副詞,
形容詞＋動詞 , 動詞＋名詞 , 動詞＋副詞＋形容詞 ,
動詞＋形容詞＋名詞 , 副詞＋形容詞＋名詞
要素一つ一つの中に出力されている品詞の組み合わせが, 表 3.1で与えられた品詞の組み合
わせに一致するならば, それを situation phrase, 又は sentiment phraseとして扱う. なお,
本研究では構文解析の出力結果で表示される助詞, 助動詞, 接頭語, 記号については組み合
わせに考慮をしないで扱った. 以下に例を示す.
図 3.3: 解析結果例
図 3.3は, 図 3.2の文章全体から, 面白いです。という 1つのフレーズが出力された結果で
ある. 面白いです.というフレーズは, 解析結果によると, 面白い＋です＋。という品詞の
組み合わせから構成されている. フレーズの中でさらに分割された要素それぞれの品詞に
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ついて着目すると, 面白いが形容詞, ですが助動詞, 。が記号となっている. 従ってこのフ
レーズの品詞の組み合わせは形容詞＋助動詞となる. 本研究では, 助詞や助動詞は組み合わ
せに考慮しないため, 表 3.1の組み合わせと比較すると, 例のフレーズは sentiment phrase
に属していることが分かる.
以上の例のように, 本研究では, CaboChaの構文解析結果に依存してフレーズの判定を
















表 3.3: 感情フレーズ対応表 1
Positive sentiment phrase : 感謝, 面白いです
Negative sentiment phrase : どちらでもない
Positive situation phrase : どちらでもない
Negative situation phrase : 投げ捨てました
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ここでは, 提案フレーズに一致した 8つのフレーズから, 感情がついていると判定したもの
は 3つ検出された. sentiment phraseでは, ポジティブなものとして感謝, 面白いですがそれ
ぞれ検出された.また, ネガティブと判定されるフレーズは存在しなかった. 一方, situation
phraseでは, ネガティブなものとして投げ捨てましたが検出された. また, ポジティブと判
定されるフレーズは存在しなかった. 本稿ではゲームのレビューを扱った為, 投げるといっ
たような表現もネガティブとして扱った. なお, 表 3.2より感情がないと判定できるものは
どちらでもないとして扱う. 以上の処理を行い, 各提案フレーズに対して感情分けをされ
たものを, 以降のフレーズの感情判定で用いる. 手動で判定を行い, 作成した辞書の例を表
3.4に示す.
表 3.4: 日本語の感情フレーズ例
positive sentiment phrase: 楽しみに, 最高です, すごい,
良い, かっこよくて, 感動の, 素晴らしい, 大切な,
幸せです, 可愛く, すごいです, 美味しい, チャンス,
うれしいです, 貴重な, お気に入りの, 感謝しています,
大満足ですね, 最高ですね, 素晴らしい, 最高って, 笑顔に,
得を, 素晴らしいですね, かっこよく,好きなので, etc...
negative sentiment phrase: 散々な, 軽率な, 危険なのか,
悪い, つまらなかったので, 面倒ですが, なく, 危険な,
露骨な, ボロボロでしたので, 残念でした,
悪い, ゴミが, 重い, クソゲーだと, 糞ゲーで,
マイナスと, ネガキャン, 残念だったのは, 糞です,
悪くなり, 炎上してる, サヨナラ, 臭いけど, etc...
positive situation phrase: 楽しみです, 使える, 購入する,
買ってから, 楽しかったです, 待ち望んでました, 購入する,
できました, 癒されます, 楽しめました, 助かりました,
楽しみ過ぎて, ありがとうございました, 買う,
買った, 楽で, 買いました, 楽しむ, 買ってよかった,
持っている, 面白いです, 得る, 出来たので, 楽しめる, etc...
negative situation phrase: 騙されました, 売りに, 割れて,
悩んでいた, 買ってません, 患ってしまって, 売れないから,
潰して, 投げ捨てる, 売りました, 棄てて, 砕いて,
舐め腐ってる, 吐いてくれました, 落ちぶれた,
売り飛ばし, 去っていきました, 間違えたのでしょうか,
捨ててしまったので, 間違えて, 売った, 蔑む, なくなり,
裏切られた, 困りますね,出しゃばるからです,
買わない, 撒いてきた, 剥いて, etc...

























の結果に従う. つまり, SentimentScoreが 0より大きい場合は,そのフレーズはポジティブで
あり, SentimentScoreが 0より小さいの場合は,そのフレーズはネガティブとなる. 図 3.4(2)
のように, SentimentScoreが 0であった場合, フレーズの感情の判定は tf-idfを用いて判定
される. tf-idfとは tf法と idf法を組み合わせることによって,ある文書における特定の単語











分野で利用されている. tf 法と idf 法の意味に関して以下に示す. tf(term frequency) は単







ここで, Nはレビューデータ全体のデータである. また, tft,dは文書 d中に tが現れた数
で, dftはN個の文章中に単語 tが現れた文書数である. SentimentScoreが 0であった場合
は, 上記に記した tf-idfを用いてフレーズの感情を判定する. 以上のプロセスを踏まえて,
sentiment phraseと situation phraseの感情を判定する. 従って, 提案フレーズ両方があり,
感情フレーズが同数あった場合は以上の算出方法を用いて各提案フレーズの感情を確定さ
せたうえで皮肉文かどうかを判定する.
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表 3.3を例にして考えると, 1レビューにおける sentiment phrase全体の感情はポジティブ
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た場合を皮肉とする. 表 3.3を例にして考えると, sentiment phrase全体の感情がポジティ
ブであると判定されており, situation phrase全体の感情がネガティブであると判定されて
いる. 図 3.5に従って考察すると, sentiment phraseと situation phraseの感情に異なりが生

















は amazonにある機動戦士ガンダム EXTREME VS FORCEの, 肯定的レビュー (星 5レ
ビュー)をデータセットとして扱った. 製品情報について, 図 4.1に示す.
この商品は, ゲームモードのなさやガンダムシリーズの醍醐味である機体数の多さが本作で
は大幅に減ったことが原因で, 発売からわずか二日ほどで, 価格が大暴落を起こし, amazon
の評価も大幅に下がった商品である. amazonにおけるこの商品の平均評価は 5段階中の中
で 1.9となっており, 低い評価を得ている. レビューの中を見ると, 高評価のレビューの欄
に, 高評価な意見を述べるレビューにもかかわらず, 内容はマイナスなことを述べていると
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図 4.1: ガンダム EXTREME VS FORCE
解釈できるものが多く含まれていた為, 上記の商品の星 5レビュー 139件をデータセットと










手法を適用した. 通常のレビューとして, 本実験ではパズル＆ドラゴンズの星 5データ 60
件を用いた.
図 4.3: パズル＆ドラゴンズ
このレビューの平均評価は 5つ星のうち 3.4となっており, 誰もが知る人気ゲームというこ







在させて実験を行った. この実験は, 極端な皮肉表現が多く入ったレビューと, 少ない皮肉
第 4章 評価実験 26
表現を含ませている通常のレビューを混ぜた場合に, 本提案手法の精度がどうなるのかを
考察する為の実験である. 4.1.2で扱ったデータセット 60件と, 4.1.1で扱ったデータセット






いものも多くあった. そこで, 本実験の有用性を向上させるために, 本研究では対象となる
データセットに対し, 1レビュー当たりに対象に, 複数の被験者を対象に評価を行った. 具








た. 皮肉文であるか皮肉文でないかの判定は, 主観的な意見ではなく, 2.2.2で示した定義を












まず, 皮肉を多く含むレビューに対しラベル付けを行った結果を表 4.1, 表 4.2に示す.
表 4.1: 皮肉判定 1
皮肉文 92件
非皮肉文 47件










を表 4.3, 表 4.4に示す.
結果より, 表 4.1の結果に比べて一般のレビューは皮肉が少ないことが分かる. 表 4.3中で
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表 4.3: 皮肉判定 2
皮肉文 9件
非皮肉文 51件











表 4.5: 皮肉判定 3
皮肉文 54件
非皮肉文 66件










率, 再現率, F値の 3つより行う. 各評価方法について述べる.
表 4.7は, 分析された結果を表すものである. 表 4.7を使用し, 適合率・再現率・F値を以
下で記した.
























本節では, 本データセットにおいて, 本提案手法の有用性の評価を行った. 又, 既存の皮
肉判別手法と本提案手法との比較を行った. 本データセットにおいて, 既存の皮肉判別手法




0.75, 再現率 0.63, F値 0.68という結果が得られた. 又, 既存の皮肉検出手法を本データセッ
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表 4.8: 実験結果 1
適合率 再現率 F値
提案手法 0.76 0.52 0.62
肥合ら 0.56 0.05 0.09
磯野ら 0.72 0.09 0.16
トに適用した結果, 本提案手法に比べ低い精度で結果が得られた. この結果は, ゲーム特有
の特殊な言語表現が, 既存の構文パターンに適していなかったため, 以上のような結果に




本提案手法において 60の一般のレビューに対し本提案手法を適用した結果, 適合率 0.50,
表 4.9: 実験結果 2
適合率 再現率 F値
提案手法 0.50 0.56 0.52
肥合ら 0.17 0.22 0.19
磯野ら 0.20 0.11 0.14
再現率 0.56, F値 0.52という結果が得られた. この結果より, 皮肉を多く含んだレビューに
対して本提案手法を適用した結果に比べ, 一般のレビューに対し適用した結果の方が悪い









表 4.10: 実験結果 3
適合率 再現率 F値
提案手法 0.70 0.52 0.60
肥合ら 0.28 0.10 0.15
磯野ら 0.58 0.13 0.21













ここでは, 既存の極性判定器と, 評価方法について述べる. 用いる既存の極性判定器とし









を評価するのだが, その前に Sentiment AnalyZer by Deep Convolutional Neural Network
が有用な極性判定器であるかどうかを確認する.





い収集した. 集計方法は 4.2節で行った集計方法と同様で, 皮肉でなくかつポジティブ又は
ネガティブと判定されたレビューに対して処理を行った. 正解データの極性のラベル付け





68件, ネガティブなレビューが 132件となった. 以上の正解データに対し, 極性判定器を用
いて極性判定を行った結果, 200件中 187件の極性判定結果が, 正解データのラベルと一致
した. この結果より, Sentiment Analy Zerは, 200件のレビューに対して 93.5%の精度で正
確に極性判定を行えるツールであることが分かる. 上記の極性判定気の有用性が分かった
ことより, 本論文では上記の極性判定器を用いて実験を行っていく.
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5.1.2 比較結果







はじめに, 皮肉の多いレビューに対し極性判定器を用いた. 皮肉と付いたラベルの, 極性判
定のラベル付け結果を表 5.2に示す. 表 5.2より, 皮肉の多いレビューの, 皮肉レビューに対
表 5.2: 皮肉の多いレビューの皮肉文の極性のラベル付け結果
ポジティブ ネガティブ どちらでもない
ラベル付け 11件 80件 1件
して極性のラベル付けを行った結果, ネガティブと考察されるレビューが多かった. 以上の






対し, 本提案手法を用いるといくつの皮肉を検出できるのかを調査した. 結果を表 5.3で示
す. 結果について考察すると, 提案手法を皮肉の多いレビュー 140件に適用した結果, 検出
が 63件, 判定できない皮肉レビューを正解データとした場合, 正解が 71件中 38件となっ
た. この結果より, 極性判定器で判定できないレビューの中の半数程度を本提案手法で検出
できることが分かった. しかし, 残りの半数程度は検出されないまま誤った極性判定が行わ
第 5章 実用性評価 35
表 5.3: 分類精度を乱す皮肉の検出精度
適合率 再現率 F値









を行った結果を表で示す. 皮肉でないレビューに対し極性判定を行った結果は, 表 5.4のよ
表 5.4: 皮肉の多いレビューの非皮肉文の極性のラベル付け結果
ポジティブ ネガティブ どちらでもない
ラベル付け 24件 19件 4件
うになった. 結果から, 対象が高評価レビュー (星 5レビュー)ということもあって, ポジ
ティブなレビューの方が, ネガティブなレビューに比べ多く含まれていることが分かる. し
かし, 評判の悪い製品ということもあって, ネガティブなレビューも多く存在する. ここで
のネガティブな表現は, 皮肉文のような表現を用いているのではなく, 抽象表現や, 不平不
満を直接的に述べているものが多い. 以上のレビューに対して, 本提案手法で皮肉と判定
されなかったレビューの感情判定結果は表 5.5のようになる. 結果について考察する. ポジ
ティブとラベル付けされたレビューに対して, 本提案手法の感情判定結果との比較を行っ
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表 5.5: 非皮肉文に対して提案手法を適用した結果
検出 (ポジティブ) 検出 (ネガティブ) 検出 (皮肉)
ラベル付け (ポジティブ) 16件 1件 7件
ラベル付け (ネガティブ) 1件 11件 7件
た結果, ポジティブとラベル付けされた正解データ 23件中, 16件のレビューをポジティブ
であると検出した. このことより, ポジティブなレビューに関して, 約 70%を正確に判定す




例について考察すると, sentiment phraseが下線部となり, situation phraseが二重下線とな
る. 従って sentiment phraseがポジティブで, situation phraseがネガティブとなるのでこ
の文章は皮肉と判定される. 例のように, 内容としてポジティブなものを, 誤って皮肉と判
定してしまうケースが含まれていた. 一方, ネガティブとラベル付けされたレビューに対し
て, 本提案手法の感情判定結果との比較を行った結果, ネガティブとラベル付けされた正解
データ 19件中, 11件のレビューをネガティブであると検出した. このことより, ポジティ
ブなレビューに関して, 約 58%を判定する事が出来たことが分かる. ポジティブと比較する






いレビュー 51件に対して感情判定を行った結果を表 5.6で示す. 上記の結果より, ポジティ
ブな皮肉でないレビューが多いことが分かる. 又, ラベル付けでネガティブと判定されてい
第 5章 実用性評価 37
表 5.6: 皮肉の多いレビューの非皮肉文の極性のラベル付け結果
ポジティブ ネガティブ どちらでもない
ラベル付け 35件 10件 6件





結果を行った結果が表 5.7のようになる. 以下, 考察を行う. ポジティブとラベル付けされ
表 5.7: 非皮肉文に対して提案手法を適用した結果
検出 (ポジティブ) 検出 (ネガティブ) 検出 (皮肉)
ラベル付け (ポジティブ) 29件 3件 3件
ラベル付け (ネガティブ) 1件 6件 3件
たレビューに対して, 本提案手法の感情判定結果との比較を行った結果, ポジティブとラベ
ル付けされた正解データ 35件中, 29件のレビューをポジティブであると検出した. このこ
とより, ポジティブなレビューに関して, 82%を正確に判定できた. この結果より, 一般のレ
ビューのポジティブなレビューに対して, 本提案手法は高精度で感情検出ができることがわ
かる. 一方, ネガティブとラベル付けされたレビューに対して, 本提案手法の感情判定結果
との比較を行った結果, ネガティブとラベル付けされた正解データ 10件中, 6件のレビュー
をネガティブであると検出した. このことより, 60%の精度でネガティブなレビューを検出
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と判定されるレビューに対しては, 本提案手法は高精度で皮肉を検出できることが分かっ












た皮肉文に関して, 本提案手法を適用し, 皮肉の検出を行った. 結果, 皮肉の多いレビュー,
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図 6.1: 構文解析 2
図 6.1より, 構文解析を行った結果, 15のフレーズが抽出された. 出力されたフレーズが提
案フレーズに一致していて, かつ感情が付与されていると判定できるものをソートした結
果を表 6.1に示す.
表 6.1: 感情フレーズ対応表 2
Positive sentiment phrase : お得なのでしょう, かっこいい, 夢のようです!
Negative sentiment phrase : クソゲー
Positive situation phrase : 使えるようになるなんて, 使えるなんて
Negative situation phrase : None
例の解析結果を手動で感情判定した結果, sentiment phrase, situation phrase全体の感情は,
共にポジティブとなった. 従って, 皮肉・感情判定よりこのレビューはポジティブな文章で
あると判定される. しかし, このレビューを人手で考察すると, 上記のゲームに対して不満
を持っており, 嫌味を述べるために, あえてポジティブな表現を多く使っている事が分かる.
文中で “こんなクソゲーを買うだけで”といった表現を文中に含ませていることより, この













察を行う. 本実験では, 肥合らと磯野らの皮肉検出手法を比較手法として採用した. 結果,
肥合らは皮肉の多いレビューに対して適合率 0.56, 再現率 0.05, F値 0.09, 一般のレビュー
に対して適合率 0.17, 再現率 0.22, F値 0.19, 混ぜたレビューに対して適合率 0.28, 再現率
0.10, F値 0.15と, 今回用いた全てのデータセットに対し低い精度で皮肉を検出した. 同様
に磯野らも皮肉の多いレビューに対して適合率 0.72, 再現率 0.09, F値 0.16,一般のレビュー
に対して適合率 0.20, 再現率 0.11, F値 0.14, 混ぜたレビューに対して適合率 0.58, 再現率
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それぞれについて考察を行う.
1:本稿で用いたデータセットの数と彼らが用いたデータセットの数に違いがあったこと
が原因ではないかと考えられる. データセットについての比較を, 表 6.2にまとめる.
表 6.2: データセット比較
データセット数
提案手法 ガンダム 139件, パズドラ 60件, 混ぜたもの 120件
肥合ら 分析用データ 34917件, 実験用データ 33864件
磯野ら 訓練データ 2452件, テストデータ 2726件
肥合らは分析用データ 35000件の分析用データに対して, 皮肉の正解ラベルが 70件とい
う極めて難しいデータセット数で実験を行っている. 結果,彼らは 35000中 5083件を皮肉
と検出し, そのうちの 29件が正解であった. 磯野らは 2726のテストデータに対して, 皮肉
の正解ラベルが 30件というデータセット数で実験を行っている. 結果, 彼らは 150件を皮









れなかったのではないかという考察が 3である. 我々の意図する皮肉と, 彼らの意図する
皮肉に異なりが生じた場合, 検出の為の皮肉パターンはもちろん異なる. その為に, 彼らの
扱ったデータセットと我々の扱ったゲームのレビューとのコメントに違いが生じた為に, い
い結果が得られなかったのではないかと考察される. 皮肉の定義についてまとめたものを
表 6.3に示す. 表から, 本研究と磯野らの皮肉の定義の違い, 目的の違いが明白に異なるこ
とが分かる. 一方, 本研究と肥合らとは一部定義が同じである. 同じにもかかわらず, 比較
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表 6.3: 定義比較
皮肉の定義





肉の多いレビューに対し被験者 5人, 一般的なレビューに対し被験者 3人でラベル付けを
行っている. 従って, “一般的な人が皮肉と解釈できる皮肉文”を本研究では多く正解デー









出手法の提案を行った. 本稿ででは, Bhartiらが提案した, 皮肉を検出する為の語彙生成手
法を, 日本語のレビューに対して適用させ, レビューに対し皮肉又は感情を判定する皮肉・






評価実験として, 皮肉の多いレビューと一般のレビューと, それらを混ぜたレビューの 3
パターンのデータセットを生成し, 提案手法を評価した. 又, その際の比較として, 既存の
皮肉の検出手法を用いて本提案手法の有用性を確認した. 結果, 本提案手法が既存の皮肉検
出手法に比べて優位な結果で皮肉を検出する事が分かった.
さらに, 本提案手法を用いて実用性の評価を行った. 既存の極性判定器を用いて, 既存の
極性判定器で誤った極性で判定する皮肉レビューに対して本提案手法がどの程度皮肉を検
出できるかを調査した. 又, 皮肉でないレビューに対して本提案手法の一つである感情判
定の検出精度の評価を行った. 結果, 一定の精度で皮肉, 極性を正確に検出することができ
た. しかし, 実用的な手法となる上では, 高精度での皮肉・感情検出にはまだ課題があるの
で, 手法の改善を行いたい.
今後は, 皮肉検出精度向上のために, レビューの係り受け関係を考慮した手法の改良を行


















[1] Santoth Kumar Bharti , Korra Sathya Babu , Sanjay Kumar Jena.: Parsing-based
Sarcasm Sentiment Recognition in Twitter Data, The 2015 IEEE/ACM International
Conference on Advances in Social Networks Analysis and Mining 　
[2] E. Riloﬀ, A. Qadir, P. Surve, L. De Silva, N. Gilbert, and R. Huang.: 　 Sarcasm as
contrast between a positive sentiment and negative situation, 　 Empirical Methods
in Natural Language Processing, 2013.
[3] Ashwin Rajadesingan , Reza Zafarani , Huan Liu.: Sarcasm Detection on Twitter: A
Behavioral Modeling Approach, Proceedings of the Eighth ACM International Con-
ference on Web Search and Data Mining, 2015
[4] Dmitry Davidov , Ari Rappoport.: Semi-supervised recognition of sarcastic sentences
in Twitter and Amazon, Proceedings of the Fourteenth Conference on Computational
Natural Language Learning, 2010
[5] F. Barbieri, H. Saggion, and F. Ronzano .: Modeling sarcasm in twitter , a novel
approach, in Association for Computational Linguistics, 2014
[6] 磯野史弥, 松吉俊, 福本文代.: Web 掲示板における皮肉の分類および自動検出, 情報処
理学会研究報告, 2013
[7] 肥合智史, 嶋田和孝.: 評価表現に着目した皮肉文の分析と抽出, 情報処理学会研究報
告, 2016
[8] 内海彰,: アイロニー解釈の認知・計算モデル,情報処理学会論文誌, Vol41 , No9, pp.2498-
2509, 2000.
第 7章 まとめ 47
[9] 内海彰,: アイロニーとは何か?　－言語現象としてのアイロニーのモデル化の試み, 言
語処理学会第２ 回年次大会発表論文集, 1996





〇 Shota Suzuki, Ryohei Orihara, Yuichi Sei, Yasuyuki Tahara and Akihiko Ohsuga:










第 7章 まとめ 50
!"#$ !"#% !"#& !"#' !"#(
!" #!" !" !" !"
$%&'( )*+,-./ $%&'( $%&'( $%&'(
!" #!" !" !" #!"
$%&'( 01&'( $%&'( $%&'( $%&'(
!" !" !" !" #!"
$%&'( $%&'( $%&'( $%&'( $%&'(
!" !" !" !" !"
$%&'( $%&'( $%&'( 01&'( $%&'(
!" #!" #!" !" !"
$%&'( $%&'( $%&'( $%&'( $%&'(
!" !" !" !" !"
$%&'( $%&'( $%&'( $%&'( $%&'(
!" #!" !" !" !"
$%&'( $%&'( $%&'( $%&'( $%&'(
!" !" !" #!" !"
$%&'( $%&'( $%&'( $%&'( $%&'(
#!" #!" #!" !" #!"
$%&'( )*+,-./ $%&'( $%&'( $%&'(
#!" #!" #!" #!" !"














































第 7章 まとめ 51
!" !" !" !" !"
#$%&' #$%&' #$%&' #$%&' #$%&'
!" !" !" !" !"
#$%&' #$%&' #$%&' #$%&' #$%&'
(!" (!" (!" (!" (!"
)*%&' )*%&' )*%&' )*%&' )*%&'
!" !" !" (!" (!"
#$%&' #$%&' #$%&' #$%&' #$%&'
!" !" !" (!" !"
#$%&' #$%&' #$%&' #$%&' #$%&'
(!" (!" (!" (!" (!"
#$%&' #$%&' #$%&' #$%&' #$%&'
!" (!" !" !" !"
#$%&' #$%&' #$%&' #$%&' #$%&'
!" !" !" !" !"
#$%&' #$%&' #$%&' #$%&' #$%&'
(!" (!" (!" (!" (!"
)*%&' )*%&' )*%&' )*%&' )*%&'
!" !" !" !" !"
















































第 7章 まとめ 52
!" !" !" !" !"
#$%&' #$%&' #$%&' #$%&' #$%&'
!" !" (!" !" !"
#$%&' #$%&' #$%&' #$%&' #$%&'
!" !" (!" (!" (!"
#$%&' #$%&' )*%&' )*%&' )*%&'
!" !" !" !" !"
#$%&' #$%&' #$%&' #$%&' #$%&'
(!" (!" (!" (!" (!"
)*%&' )*%&' )*%&' )*%&' )*%&'
!" (!" !" !" !"
#$%&' )*%&' #$%&' #$%&' #$%&'
!" (!" (!" !" !"
#$%&' #$%&' #$%&' #$%&' #$%&'
(!" (!" (!" (!" (!"
#$%&' #$%&' #$%&' #$%&' #$%&'
!" (!" !" !" (!"
#$%&' +,-./01 #$%&' #$%&' #$%&'
!" (!" !" (!" (!"
#$%&' )*%&' #$%&' )*%&' )*%&'
!" !" !" !" !"

















































第 7章 まとめ 53
!" #!" !" !" !"
$%&'( )*&'( $%&'( $%&'( $%&'(
!" !" !" !" !"
$%&'( $%&'( $%&'( $%&'( $%&'(
!" !" !" !" !"
$%&'( $%&'( $%&'( $%&'( $%&'(
!" !" !" !" !"
$%&'( $%&'( $%&'( $%&'( $%&'(
!" #!" #!" !" !"
$%&'( )*&'( )*&'( )*&'( )*&'(
!" !" !" !" !"
$%&'( $%&'( $%&'( $%&'( $%&'(
!" !" !" !" !"
$%&'( $%&'( $%&'( )*&'( $%&'(
!" !" !" !" !"
)*&'( )*&'( )*&'( )*&'( )*&'(
!" #!" !" !" !"
+,-./01 )*&'( )*&'( )*&'( )*&'(
#!" #!" #!" #!" #!"
)*&'( )*&'( )*&'( )*&'( )*&'(
#!" #!" !" #!" #!"















































第 7章 まとめ 54
!"# !"# "# !"# !"#
$%&'( $%&'( $%&'( $%&'( $%&'(
"# "# "# "# "#
$%&'( $%&'( $%&'( )*&'( )*&'(
"# "# "# "# "#
$%&'( $%&'( $%&'( )*&'( )*&'(
"# "# "# "# "#
$%&'( $%&'( $%&'( $%&'( )*&'(
!"# "# !"# !"# !"#
+,-./01 $%&'( )*&'( $%&'( $%&'(
!"# "# "# !"# !"#
+,-./01 $%&'( $%&'( $%&'( $%&'(
"# "# "# "# "#
)*&'( $%&'( )*&'( )*&'( )*&'(
!"# !"# "# "# "#






































































第 7章 まとめ 55
!" !" !" !" !"
#$%&' #$%&' #$%&' #$%&' ()%&'
!" !" !" !" !"
#$%&' #$%&' #$%&' #$%&' #$%&'
!" !" !" !" !"
#$%&' #$%&' #$%&' #$%&' ()%&'
!" !" !" !" !"
#$%&' #$%&' #$%&' #$%&' ()%&'
*!" !" !" !" !"
#$%&' #$%&' #$%&' #$%&' #$%&'
!" !" !" !" !"
#$%&' #$%&' #$%&' #$%&' #$%&'
!" !" !" !" !"
#$%&' #$%&' #$%&' #$%&' #$%&'
*!" *!" !" *!" !"
#$%&' #$%&' #$%&' #$%&' #$%&'
!" !" !" !" !"
#$%&' #$%&' #$%&' #$%&' #$%&'
!" !" !" !" !"
#$%&' #$%&' #$%&' #$%&' ()%&'
!" *!" !" !" !"















































第 7章 まとめ 56
!"# !"# !"# "# !"#
$%&'()* +,-./ +,-./ 01-./ +,-./
"# "# "# !"# "#
01-./ 01-./ 01-./ 01-./ 01-./
!"# "# "# "# "#
01-./ 01-./ 01-./ 01-./ 01-./
!"# !"# "# !"# !"#
$%&'()* $%&'()* 01-./ $%&'()* 01-./
!"# !"# "# !"# !"#
$%&'()* $%&'()* 01-./ $%&'()* $%&'()*
!"# !"# "# !"# !"#
+,-./ +,-./ +,-./ +,-./ +,-./
"# !"# "# "# "#
01-./ 01-./ 01-./ 01-./ 01-./
"# !"# "# "# "#
01-./ 01-./ 01-./ 01-./ 01-./
!"# "# "# "# "#
$%&'()* 01-./ 01-./ 01-./ 01-./
!"# "# "# "# "#
+,-./ 01-./ 01-./ 01-./ 01-./
"# "# "# "# "#



















































第 7章 まとめ 57
!" !" #!" !" #!"
$%&'( )*&'( +,-./01 )*&'( )*&'(
!" !" !" !" !"
$%&'( )*&'( )*&'( )*&'( )*&'(
#!" !" !" !" !"
$%&'( )*&'( )*&'( )*&'( $%&'(
!" !" !" !" !"
$%&'( )*&'( )*&'( )*&'( $%&'(
!" !" !" !" !"
$%&'( )*&'( )*&'( )*&'( $%&'(
!" #!" !" !" !"
)*&'( +,-./01 )*&'( )*&'( )*&'(
!" !" !" !" !"
$%&'( )*&'( +,-./01 )*&'( )*&'(
!" !" !" !" !"
$%&'( )*&'( )*&'( )*&'( )*&'(
#!" #!" !" !" !"
)*&'( +,-./01 +,-./01 )*&'( )*&'(
!" !" #!" #!" !"























































第 7章 まとめ 58
!" !" !" !" !"
#$%&' #$%&' #$%&' #$%&' #$%&'
!" !" (!" (!" !"
#$%&' #$%&' )*+,-./ #$%&' #$%&'
!" (!" !" (!" !"
#$%&' #$%&' #$%&' #$%&' #$%&'
(!" (!" (!" (!" (!"
01%&' 01%&' 01%&' 01%&' 01%&'
!" !" !" !" !"
#$%&' #$%&' #$%&' #$%&' #$%&'
!" (!" !" (!" (!"
01%&' 01%&' #$%&' 01%&' 01%&'
!" !" !" !" !"
01%&' 01%&' #$%&' #$%&' 01%&'
!" (!" !" !" (!"
01%&' #$%&' #$%&' #$%&' #$%&'
!" !" !" (!" !"
#$%&' #$%&' #$%&' #$%&' #$%&'
(!" (!" (!" (!" (!"
01%&' 01%&' 01%&' 01%&' 01%&'
(!" (!" (!" (!" (!"













































第 7章 まとめ 59
!"# !"# !"# !"# !"#
$%&'( )*&'( )*&'( )*&'( )*&'(
"# !"# !"# "# "#
$%&'( $%&'( $%&'( $%&'( $%&'(
"# !"# "# "# !"#
)*&'( )*&'( $%&'( $%&'( +,-./01
"# "# !"# "# !"#
$%&'( $%&'( +,-./01 $%&'( +,-./01
"# "# "# "# "#
$%&'( $%&'( $%&'( $%&'( $%&'(
"# "# !"# "# "#
$%&'( $%&'( $%&'( $%&'( $%&'(
!"# !"# !"# !"# !"#
$%&'( $%&'( +,-./01 +,-./01 $%&'(
!"# !"# !"# !"# !"#
)*&'( )*&'( )*&'( )*&'( )*&'(
"# "# "# "# "#
$%&'( $%&'( $%&'( $%&'( $%&'(
!"# "# "# "# "#
)*&'( $%&'( )*&'( $%&'( $%&'(
!"# !"# "# !"# !"#










































第 7章 まとめ 60
!" #!" #!" #!" #!"
$%&'( )*&'( +,-./01 )*&'( )*&'(
!" !" !" !" !"
)*&'( )*&'( )*&'( )*&'( )*&'(
!" !" !" !" !"
)*&'( )*&'( )*&'( )*&'( )*&'(
#!" #!" #!" #!" #!"
$%&'( $%&'( )*&'( +,-./01 $%&'(
#!" !" #!" #!" #!"
)*&'( )*&'( )*&'( )*&'( )*&'(
#!" #!" #!" #!" #!"
+,-./01 +,-./01 )*&'( )*&'( +,-./01
#!" #!" #!" #!" #!"
$%&'( $%&'( $%&'( $%&'( $%&'(
#!" #!" #!" #!" #!"
)*&'( )*&'( )*&'( )*&'( )*&'(
!" #!" #!" #!" #!"
$%&'( $%&'( )*&'( +,-./01 $%&'(
!" #!" #!" #!" #!"
































































第 7章 まとめ 61
!" #!" #!" #!" #!"
$%&'( )*+,-./ $%&'( $%&'( $%&'(
!" !" !" !" !"
$%&'( $%&'( $%&'( $%&'( $%&'(
!" !" !" !" !"
$%&'( $%&'( $%&'( $%&'( $%&'(
!" !" !" !" !"
$%&'( $%&'( $%&'( $%&'( $%&'(
#!" #!" #!" !" #!"
$%&'( $%&'( $%&'( $%&'( $%&'(
!" !" !" !" !"
$%&'( $%&'( $%&'( $%&'( $%&'(
!" !" !" !" !"
01&'( $%&'( 01&'( 01&'( $%&'(
!" !" !" !" !"
01&'( 01&'( 01&'( 01&'( 01&'(
#!" #!" #!" #!" #!"
$%&'( $%&'( $%&'( $%&'( $%&'(
#!" #!" #!" #!" #!"

















































第 7章 まとめ 62
!"# !"# !"# !"# !"#
$%&'( $%&'( $%&'( $%&'( $%&'(
"# "# !"# "# "#
$%&'( $%&'( $%&'( $%&'( )*&'(
"# "# "# "# "#
$%&'( $%&'( $%&'( $%&'( )*&'(
!"# !"# !"# !"# !"#
)*&'( )*&'( )*&'( +,-./01 )*&'(
!"# !"# !"# !"# !"#
)*&'( )*&'( )*&'( )*&'( )*&'(
!"# !"# !"# !"# !"#
)*&'( )*&'( $%&'( )*&'( )*&'(
!"# !"# !"# !"# !"#
$%&'( $%&'( $%&'( +,-./01 $%&'(
!"# !"# !"# !"# !"#
$%&'( $%&'( $%&'( +,-./01 $%&'(
!"# !"# !"# !"# !"#
$%&'( )*&'( $%&'( $%&'( $%&'(
!"# !"# !"# !"# !"#
)*&'( )*&'( )*&'( )*&'( )*&'(
!"# !"# !"# !"# !"#
$%&'( +,-./01 +,-./01 +,-./01 +,-./01
!"# !"# !"# !"# !"#













































第 7章 まとめ 63
!"# !"# !"# !"# !"#
$%&'( $%&'( $%&'( $%&'( $%&'(
!"# !"# !"# !"# !"#
)*&'( )*&'( )*&'( +,-./01 )*&'(
!"# "# !"# "# !"#






























































































































































































































































































第 7章 まとめ 68
!" #!" #!"
$%&'( $%&'( $%&'(
!" !" !"
$%&'( $%&'( $%&'(
!" !" #!"
$%&'( $%&'( $%&'(
)*+,-./01234526789:/;<=7>6?@ABCD0EF
GHIJKJLMNOPQRSTUVWX4Y<CZ[MU@IU\<
]===
^_/L`<?I<Lab@`cX63cX?d<A/3Z0Le]639
[[20[
fgh`2LA/3=I6?ij/`I8k/2`l`M:cX?=?m;Z
56m<nnopqr<sD0tuKJA/3=vw<nnx/LhyZz<={
R|q}<~212M??k/2A[=/Kl@ij`/0ZcM
nn
